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 外国人別荘地形成の独自性 中禅寺湖畔外国人別荘建築の分析 
当時の施主と外国人建築家の関係性 
















注 1）明治 7 年(1874)日本政府により『内地旅行規則』が制定され、日本に居留する外国人が居留地か
ら十里以内の遊歩区域を越えて学術研究や病気療養などの目的で内地へ旅行することが可能となっ
た。横浜居留地の外国人に対しては箱根、熱海、富士、日光、伊香保が旅行先として許可された。 





















































































































所に発展を遂げていたことが分かる。アーネスト・サトウ著『A Hand-book for Travelers 





























表 1-2-1 明治初期の外国人旅行案内書 
年 号 西 暦 外 国 人 旅 行 案 内 名 
明治 5 1872 ｱｰﾈｽﾄ･ｻﾄｳ英字新聞に日光への旅行案内掲載     
明治 7 1874 ｱｰﾈｽﾄ･ｻﾄｳ｢A GUIED TO NIKKO｣発行 
明治 11 1878 ｲｻﾞﾍﾞﾗ･ﾊﾞｰﾄﾞ(英国女性旅行家)｢UNBEATEN TRACKS IN JAPAN｣ 
明治 14 1881 ｱｰﾈｽﾄ･ｻﾄｳ｢A HANDBOOK FOR TRAVELLERS IN CENTRAL AND NORTHERN JAPAN｣発行 
明治 17 1884 ｱｰﾈｽﾄ･ｻﾄｳ｢A HANDBOOK FOR TRAVELLERS IN CENTRAL AND NORTHERN JAPAN｣第 2版発行 
明治 19 1886 ｢KEY TO THE GUIEDMAP OF NIKKOSAN JALPAN｣発行 












表 1-2-2 外国人来光者数 
年号 西暦 来晃外国人数 
明治 15 1882 168人 
明治 18 1885 553人 
明治 20 1887 1199人 
明治 22 1889 1351人 
明治 23 1890 1741人 











































































図 1-3-2 中禅寺湖畔の土地所有状況 
中禅寺湖への外国人旅行客数の記録がないため、どの時点で外国人が訪れるようになった






に宿泊していた。サトウの外国人向け旅行案内が出版された翌年の明治 18 年（1885 年）に
東京～宇都宮間の鉄道が開通すると、日光を訪れる旅行客が急増し、それに伴い奥日光、中禅












れる。日光及び中禅寺湖への交通網を中心に、その整備状況を表 1-4-1-1 にまとめた。 
 
表 1-4-1-1 中禅寺湖略歴年表（交通関係を中心に） 
年号 西暦  
明治 17 年 1884 日光一円宮内省御猟地に指定 
明治 18 年 1885 東京～宇都宮間に鉄道開通 
明治 22 年 1889 馬返～中禅寺間の山道に九十九折りの新道を開拓 
明治 23 年 1890 宇都宮～日光間の鉄道全面開通 
大正 2 年 1913 日光駅～馬返間に日光電気軌道が全面開通 
大正 6 年 1917 日光自動車株式会社は日光～馬返間に集合自動車開業 
大正 14 年 1925 馬返～中禅寺間の軌道が拡幅され乗合自動車が運行 
昭和 4 年 1929 東武鉄道日光線の浅草～日光間が全線開通 
昭和 7 年 1932 馬返～明智平間に日光登山鉄道が開業 
昭和 8 年 1933 明智平～中禅寺湖間に自動車専用道路開通 
 
東京から日光への交通は、明治 18 年(1885 年)に東京～宇都宮間の鉄道が開通となり、



















































写 1-4-1-3 大正末期の中禅寺坂新道（日光市立図書館蔵） 
 
 昭和に入ってからも整備は進み、昭和７年(1932 年)には馬返～明智平間に日光登山鉄道
が開業、さらに昭和 8 年(1933 年)には明智平～中禅寺間に自動車専用道路が開通した。ま







表 1-4-1-2 湖畔業務関係年表 
年号 西暦  
明治 20 年 1887 切手売下所設置 
明治 29 年 1896 電信事務開始 
明治 31 年 1898 郵便受取窓口引取事務開始 
明治 35 年 1902 電話通話事務開始，県内初の官設公衆電話設置 
明治 36 年 1903 電話交換事務開始 
































写 1-4-2-1 金谷カッテージイン（金谷ホテル 80 年注 9）より） 
 19 
 
明治 20 年（1887 年）には日光の住人・今村が案内業開誘社の田島、堀と共同し、日光
星の宿にミカド・ホテルを建設し始めたが、工事中の暴風雨のため倒壊してしまう。工事
半ばのまま放置されていたミカド・ホテルを明治 25 年（1892 年）金谷が買収、修理を完
成させ「日光金谷ホテル」と命名、客室三十室をもつ本格的ホテルとした。その間も外国






ジインも、明治 24 年（1891 年）ではまだホテル扱いをされていなかったと推定できる。
その後、各ホテルともに増築を行い、規模を拡大していった表 1-4-2-1）。明治 31 年（1898 年）
には新井ホテルが日光ホテルを買収するが、名前としては日光ホテルが残り、日光地区に
おいては、金谷ホテルと日光ホテルの 2 大ホテルの時代が確立された。明治 36 年（1903
年）の「マレー日本案内記八版」では金谷ホテル，日光ホテルともに洋風ホテルとして名
























写 1-4-2-3 小西旅館（日光市立図書館蔵） 
 
表 1-4-2-1 日光と中禅寺湖の外国人向けホテルの建設状況（明治期） 
年 号 西 暦 ホテルの状況 
明治４ 1871 鈴木ホテル開業 
明治６ 1873 金谷カッテージイン開業 
明治 20 1887 ミカド・ホテル（三角ホテル）開業 
明治 22 1889 日光ホテル開業 
明治 24 1891 新井ホテル開業 
明治 25 1892 金谷カッテージインがミカドホテルを買収、日光金谷ホテルと命名 
明治 26 1893 日光金谷ホテル開業，新井ホテル洋室棟を増築 
明治 27 1894 新井ホテル洋館 2 階建てを増築 
明治 27 1894 中禅寺湖畔にレーキサイドホテルが創業 
明治 29 1896 日光金谷ホテル日本館一棟増築 
明治 30 1897 新井ホテルが日光ホテルを買収、日光ホテルの名で存続 
明治 31 1898 日光金谷ホテル洋館一棟を増築 
明治 35 1902 日光金谷ホテル大食堂と客室を増築 
明治 36 1903 日光ホテル客室 34 室を大増築 











































































写 1-4-3-2 米屋旅館（米屋旅館蔵） 
 
日光に外国人ホテルが開業したのは、明治 4 年（1871 年）の鈴木ホテル、明治 6 年（1873
年）の金谷カッテージインと明治初期であるが、中禅寺湖畔にできた最初の外国人用ホテ
ルは、明治 27 年（1894 年）創業のレーキサイドホテルである。 
明治 18 年（1885 年）の東京～宇都宮間の鉄道開通により、避暑地として急激な発展を
遂げた日光を訪れた避暑客は、さらに標高の高い中禅寺湖を訪れるようになった。明治 27




テルで修行を積んだ坂巻正太郎注 13)である。明治 27 年（1894 年）創業当時の写真写 1-4-3-4）
によると、本館、それと中廊下で繋がっている右側の宿泊棟（レーキサイドホテル関係者
からは中新
な か し ん
：中くらい新しいと言う意味）注 14)が確認できる。明治 40 年（1907 年）～大

















































































写 1-4-3-6 日光観光ホテル（新建築，新建築社，1941 年） 
 







中禅寺湖に国際観光ホテルが建設された要因の 1 つには、昭和 6 年（1931 年）交付さ
れた国立公園法による日光の国立公園指定があったと考えられる。また、その他の要因と























日光観光ホテルは、昭和 15 年（1940 年）7 月に開業し、経営は金谷ホテル株式会社に
まかされ、支配人は金谷正生であった注 8）。しかし、開業後まもなく日本が敗戦、ホテルは
米軍に接収される。また、接収中の昭和 25 年（1950 年）には米兵のアイロンの消し忘れ
による過失にて注 9）、ホテルは全焼してしまう。引き続き休養施設が必要との米軍の要請に
よって急遽ホテルは再建され、同年 11 月には再開業している。その後、昭和 27 年（1952）
に接収解除となり、昭和 40 年（1965）に中禅寺金谷ホテルと改称し、平成 3 年（1992）
に三代目建物を新築開業、現在に至っている。ホテル湖側正面に位置するボートハウスは


























第 1章 注記 
注 1）日光市役所編：日光市史，日光市役所，p24，1979 












注 12）米屋旅館・井上氏へのヒアリングによる。米屋旅館は大正 3 年の大火をきっかけに湖の東岸へ移
された。 
注 13）坂巻正太郎：栃木県大田原市出身。札差の家に生まれる。1885年頃に渡米、帰国後に金谷ホテル
に勤務、1895年に中禅寺湖畔に約 1万坪の土地を確保して Lakeside Hotelを創業する。 
注 14）レーキサイドホテル 3代目坂巻栄一氏夫人、坂巻初子氏談 





































物件  家屋一棟 建坪四十五坪 
目的  住宅 
所在地 日光中宮祠ニ荒山神地 

























































































































































図 2-1-1-2 サトウの日記による明治 30年の別荘見取り図 
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表 2-1-1-1 明治 29年,30年の外国人別荘 
明治 29 年（1896 年） 
 所 有 者 肩書き 
１ アーネスト・サトウ別荘＊１,２ 英国公使 
２ アルマン別荘＊１  
３ ヴューデンブルック別荘＊１ オーストリア公使 
４ オゴーマン別荘＊１  
５ カークード別荘＊２ 司法省法律顧問 
６ カロ別荘＊１ スペイン書記官 
７ グートシュミット別荘＊１ 在日ドイツ公使 
８ シャパイヤー別荘＊１ 在日ロシア公使 
９ ダヌタン別荘＊１,２ 在日ベルギー公使 
10 トーマス・グラバー別荘＊１  
11 イザベラ・ビショップ別荘＊２ 旧姓イザベラ・バード、英国人 
12 プルータルス別荘＊１ フランス公使館一等書記官 
13 ラウザー別荘＊１ 英国公使館一等書記官 
14 レーンホルム別荘＊１ 帝国大学ドイツ語教師 
明治 30 年（1896 年） 
 所 有 者 肩書き 
１ アーネスト・サトウ別荘＊１,２ 英国公使 
２ オゴーマン別荘＊１  
３ カークード別荘＊１ 司法省法律顧問 
４ ダフィン別荘＊１  
５ ダヌタン別荘＊１,２ 在日ベルギー公使 
６ ドュ・ドレズネ別荘＊１ フランス公使館三等書記官 
７ トーマス・グラバー別荘＊１  
８ イザベラ・ビショップ別荘＊２ 旧姓イザベラ・バード、英国人 
９ プルータルス別荘＊１ フランス公使館一等書記官 
10 へロッド別荘＊１ アメリカ公使館書記官 
11 ボンディー別荘＊１  
12 メイ別荘＊１ ベルギー公使館二等書記官 




















































































































































































































































御殿場は東京より約 100km 南西に位置する高原である。明治 22 年（1889 年）
に東海道線新橋～神戸間が開通し、御殿場駅ができたことから、軽井沢や日光な





















れ、文字通りひとつのコミュニティを持つ村となった。外国人は 7 月から 9 月の
間、一ヶ月以上避暑に訪れハイキング、ゴルフなどの余暇を楽しんでいた。 
戦前までは外国人別荘地として発展していた万国村も、第二次世界大戦が差し










































































写 2-2-3-1 バンガロー形式別荘 


























その後ケーブルカーが昭和 7 年（1932 年）に開通するまでは駕籠にて訪れてい
た。 









ゴルフや登山が楽しまれていた写 2-2-4-3）。ゴルフ場においては明治 34 年（1901





































































































































































































































































第 2 章 注記 






  アーネスト・サトウ著 長岡祥三訳『アーネスト・サトウ公使日記Ⅰ』新人物往来社 平成元年 

































   田中阿歌麿：野尻湖の研究，信濃教育会上水内部会，1926 
   上垣智弘・安島博幸：六甲山における外国人別荘地の成立と展開，第 25回日本都市計画学会学術研
 54 
究論文集，日本建築学会，pp313-318，1990 
   勝又宏幸・安島博幸：戦前の御殿場における高原リゾートの成立と展開，第 25回日本都市計画学会
学術研究論文集，日本建築学会，pp319-324，1990 




図２ 中禅寺湖畔別荘見取り図 図 3-1-1 別荘見取り図 
 3-1．外国人別荘の一覧  












































  西岸の別荘 
⑬ 千手クラブハウス 

































































































写真 3-2-1-1 南三番 外観 1（筆者撮影） 
写真 3-2-1-2 南三番 外観 2（筆者撮影） 
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3-2-2．② 南三番半別荘（フランス大使館別荘） 




































階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
廊下 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
広縁 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
食堂 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
サロン 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
事務室 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
使用人室 畳 板 漆喰 杉板竿縁天井
浴室 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
ＷＣ 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
台所 ﾓﾙﾀﾙ 石張り 板張り 杉板竿縁天井
客室 畳 板 漆喰 杉板竿縁天井
広縁 畳 板 漆喰 杉板竿縁天井
廊下 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
浴室 板張り 石張り 漆喰 杉板竿縁天井

















































写真 3-2-2-1 南三番半(フランス大使館別荘)外観（筆者撮影） 





































写真 3-2-2-3 南三番半(フランス大使館別荘)内部 2 階客室（筆者撮影） 
 
写真 3-2-2-4 南三番半(フランス大使館別荘)内部階段の赤い手摺（筆者撮影） 
 





































図 3-2-1-1 改造工事平図面（筆者調査により作成） 















































 3-2-3．③ ベルギー大使館別荘（写真資料のみ） 



































































  ａ．配置計画 














写真 3-2-4-1 イギリス大使館別荘外観（栃木県報告書より） 
  ｂ．平面・断面・立面計画 












  ｃ．建築材料 























写真 3-2-4-2 イギリス大使館別荘内部（栃木県報告書より） 
















































































































階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
玄関 石
ホール 板張り 板 杉皮 杉皮
廊下 板張り 板 杉皮 杉皮
居間兼食堂 板張り 板 杉皮 杉皮
ﾌｧｲﾔｰﾌﾟﾚｲｽ前 板張り 杉皮 杉皮
台所 板張り 板 木 木
便所 板張り 板
浴室 板張り 板 木 木
客寝室 板張り 板 杉皮 杉皮
ｶﾊﾞｰﾄﾞﾎﾟｰﾁ 板張り 板 杉皮 杉皮
ﾇﾚｴﾝ 石 板



























































































写真 3-2-5-1 イタリア大使館別荘 外観（『JA ANTONIN RAYMOND』より） 
写真 3-2-5-2 イタリア大使館別荘 内部１（『JA ANTONIN RAYMOND』より） 
写真 3-2-5-3 イタリア大使館別荘 内部２（『JA ANTONIN RAYMOND』より） 
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階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
玄関 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰 上がり框
廊下 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰
居間食堂 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰 壁付暖炉
台所 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰
便所 縁甲板張り タイル張り 漆喰 漆喰
使用人室
和室 畳敷き 畳寄せ 漆喰 杉板竿縁天井
廊下・縁側 縁甲板張り 雑巾摺り 漆喰 化粧野地板
脱衣室 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰
浴室 板張り 板 板張り 板張り
便所 縁甲板張り 杉半割丸太 漆喰 漆喰
廊下 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰
寝室 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰
寝室２ 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰
寝室３ 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰























































































写真 3-3-1-2 小平の範多農園（website：範多農園在りし日の姿を求めて） 
写真 3-3-1-1 西一番竣工時写真（赤坂毅氏蔵） 
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図 3-3-1-2 西一番立面図（栃木県調査図を筆者がリライト） 






































3-3-2. ⑦ 西六番別荘 






























   





階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
玄関 石敷き 板 漆喰 漆喰
ホール 板張り 板 漆喰 漆喰
廊下 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 板 漆喰 漆喰
居間 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 板 漆喰 木材現し 暖炉
サロン ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 板 漆喰 木材現し 暖炉
食堂 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 板 漆喰 漆喰
大食堂 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 板 漆喰 漆喰 暖炉
厨房 ﾓﾙﾀﾙ ﾓﾙﾀﾙ ﾓﾙﾀﾙ
倉庫
便所 板張り
ボイラー室 ﾓﾙﾀﾙ ﾓﾙﾀﾙ ﾓﾙﾀﾙ
使用人室 畳 杉板




寝室 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 板 漆喰 漆喰
廊下 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 板 漆喰 漆喰
便所 板張り 漆喰 杉丸太
浴室 ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ
洗面所 板張り ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ 柾目板
日本間（4.5帖） 畳 面皮 砂壁 杉竿縁天井


















































































写真 3-3-2-1 西六番 内部（『日光鱒釣紳士物語』より） 
図 3-3-2-1 西六番 外観パース（レーモンド事務所所蔵） 
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図 3-3-2-2 西六番 平面図（レーモンド事務所所蔵） 
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階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
玄関 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
階段 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
廊下 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ 壁付暖炉
居間・食堂 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
台所 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ 杉板竿縁天井
脱衣室 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
浴室 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ 木製浴槽
便所 タイル張り ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
使用人室 畳敷き 畳寄せ 漆喰 杉板竿縁天井
使用人室２ 畳敷き 畳寄せ 漆喰 杉板竿縁天井
廊下 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
寝室 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
寝室２ 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
寝室３ 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
洗面・浴室 タイル張り ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ 洋風浴室











































































































  西八番は大正末期にはドイツ人の Miraが使用していた別荘である。暖炉は確認で















































































































 西十二番別荘の使用者は大正末期の時点ではドイツ人の Sternfeld であった。現
在は中国系企業の保養所となっており、改修され使用されている。2 階広縁部分の





















































































階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
玄関 ｺﾝｸﾘｰﾄ 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り 杉板竿縁天井
廊下 寄木貼り 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り 杉板竿縁天井
洋室(大） 寄木貼り 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り 杉板竿縁天井
床の間 合板張り 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り 敷目天上
洋室(小) 縁甲板張り 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り ﾗﾜﾝ合板VP塗り
浴室 ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り 亜鉛波板鉄板 亜鉛波板鉄板
便所 縁甲板張り 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り ﾗﾜﾝ合板VP塗り
台所 縁甲板張り 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り 石綿ｾﾒﾝﾄ板
土間 ｺﾝｸﾘｰﾄ 亜鉛波板鉄板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り
階段室 板張り 竪羽目板張り 竪羽目板張り 杉板竿縁天井
洋室 縁甲板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
廊下 縁甲板張り 竪羽目板張り 漆喰 杉板竿縁天井




































































図 3-3-7-2 西十二番平面図（栃木県調査図を筆者がリライト） 







































階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
玄関 ｺﾝｸﾘｰﾄ 板 漆喰 杉板竿縁天井
廊下 縁甲板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
洋室 縁甲板張り 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り 杉板竿縁天井
和室 畳 板 漆喰 杉板竿縁天井
台所 縁甲板張り 板 板張り 杉板竿縁天井
浴室 ｺﾝｸﾘｰﾄ 亜鉛波板鉄板 杉板竿縁天井
洗面 縁甲板張り 板 板張り 杉板竿縁天井
便所 ｺﾝｸﾘｰﾄ 板 板張り 杉板竿縁天井
居間 ｺﾝｸﾘｰﾄ 漆喰 杉板竿縁天井 囲炉裏
階段室 板張り 板 竪羽目板張り 杉板竿縁天井
洋室 縁甲板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井














写真 3-4-1-1 千手クラブハウス外観（筆者撮影） 
 ｃ．建築材料 
    



































写真 3-4-1-2 千手クラブハウス洋室の付け庇（筆者撮影） 






































3-4-2. ⑭ NIKKO CYUZENJI ANGLING CLUB 




































階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
玄関 杉板 木
ホール 栗板 板 漆喰 漆喰・栗
廊下 栗板 板 漆喰 木
居間 栗板 板 漆喰 漆喰・栗 暖炉














































































































室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井
玄関 板張り 板 板張り 合板
食堂 板張り 板 板張り 合板
居間 板張り 板 合板（大壁） 合板
寝室 畳・板張り 合板（真壁） 竿縁天井
配膳室 板張り 板 板張り 合板
台所 板張り 板張り 合板
使用人部屋 畳 板張り 竿縁天井
廊下 板張り 板 板張り 合板
浴室 板張り・ｺﾝｸﾘｰﾄ 板張り 板張り












































写真 3-4-3-1  ハンス・ハンター別荘 外観（筆者撮影） 
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図 3-4-3-1  ハンス・ハンター別荘 平面図（筆者実測により作成） 





























































・ レーモンドが設計した⑤ 南五番別荘（イタリア大使館別荘）⑦ 西六番別荘，⑭ 
NIKKO CYUZENJI ANGLING CLUB，⑮ ハンス・ハンター別荘の 3 軒の別荘は特に木
材の風合いを活かした魅力的な建築となっていた。 
        特徴 
2方向ア
クセス 




× 不明 不明 不明 
②       南三番半別荘          
フランス大使館別荘 
○ ○ ○ ○ × 
③ベルギー大使館別荘 ○ ○ 不明 × 不明 
④     南四番別荘        
イギリス大使館別荘 
○ ○ ○ ○ ○ 
⑤ 南五番別荘          
イタリア大使館別荘 
○ ○ ○ ○ ○ 
⑥ 西一番別荘 ○ ○ ○ × ○ 
⑦ 西六番別荘 ○ ○(一部) ○ ○(一部) ○ 
⑧ 西二番別荘 ○ ○ ○ ○ ○ 
⑨ 西八番別荘 ○ ○ 不明 ○ 不明 
⑩ 西九番別荘 不明 ○ 不明 不明 不明 








○ ○ ○ × 



























































表 4-1-1-1 丸沼釣倶楽部会員名簿 






  田中清次郎 
  中村是公 
侯爵 鍋島直映 
  エイチ・ハンター 
子爵 鍋島直縄 
  鍋島桂次郎 
  赤星鉄馬 
  西園寺八郎 
男爵 古川虎之助 
伯爵 酒井忠克 
  佐藤愛麿 
  土方寧 
  土方久徴 
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西竹一 1902年（明治35年） - 1945年（昭和20年）
大日本帝国陸軍の軍人、華族（男爵）。最終階級は陸軍大佐。























































































表 4-1-2-1 T.A.C.借地関係の年表 
年号 年
大正 13 帝室林野局東京支局宛借地願（日光町奥日光御料地内） ゴルフ場及び運動場、会員宿泊施設設置
大正 14 帝室林野局東京支局宛借地願（日光町奥日光御料地内西ノ湖畔）見張小屋・養魚池設置
大正 15 輪王寺宛借地願（日光町千手ヶ浜輪王寺飛地境内） 木造板葺平屋建娯楽所建設
昭和 2 今村繁三（クラブ会員）宛建物買渡証書 片品村木造板葺平屋建を千手ヶ浜へ移築
昭和 5 帝室林野局東京支局宛返地届（日光町奥日光御料地内） 大正14年より借地の一部返済
昭和 5 帝室林野局長宛借地料改訂慮嘆願書 借地契約ｌ更新に伴い借地料値下げ願い
昭和 9 帝室林野局東京支局宛返地届（日光町奥日光御料地内西ノ湖畔）見張小屋を千手ヶ浜ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ横へ移築
昭和 14 帝室林野局東京支局宛借地開拓届（日光町奥日光御料地内） 約2千坪のゴルフ練習場設置
昭和 19 帝室林野局東京支局宛借地返還願（日光町奥日光御料地内） 借地､西ノ湖､外山沢川及び中禅寺湖水面使用許可返還
昭和 19 輪王寺宛借地継続願（日光町千手ヶ浜輪王寺飛地境内） 大正15年より借地の継続使用願い
内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
 























































成された平成 10年(1998)の段階では、レーモンド事務所所蔵の『NIKKO CHUZENJI ANGLING 
CLUB』が大崎の西六番別荘であり、T.A.C.クラブハウスの原案と考えられていた。その後、
平成 13年（2001）に『西六番改築工事』設計図面が元レーモンド事務所所員の遺品として































の期間に、ハンターは T.A.C.関係の建築物となるクラブハウスを 2 軒（西六番と千手ク
ラブハウス）、クラブ会員の宿泊のための別荘を大崎に 2軒、ハンター個人の別荘を菖蒲






































表 4-2-1-1 ハンター関連の建築物一覧 
















































4-2-2．NIKKO CHUZENJI ANGLING CLUB 
『NIKKO CHUZENJI ANGLING CLUB』はどのような建築であったのかを分析する。建築的概
要及び外観を表 4-2-2-1にまとめた。 







































































































































































ら左翼 1 階部分は和室の使用人部屋やサービススペース、2 階部分には和室のゲストルー
ム及びハンターの寝室が配されている。これらプライベートゾーンの多くが和室として計





























































































室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井
玄関 板 縦横羽目板杉 テックス
食堂 板 縦横羽目板杉 テックス
居間 板 縦横羽目板杉 テックス
寝室 板 縦横羽目板杉 テックス
厨房 板 縦羽目板杉 テックス
女中部屋 畳 縦羽目板杉 テックス
コック部屋 畳 縦羽目板杉 テックス
浴室・便所 モザイクタイル 縦羽目板杉 テックス



























































































室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井
玄関 松丸太 杉板 テックス
ホール 杉板 杉板 テックス
廊下 杉板 板 杉板 テックス
居間兼食堂 杉板 板 杉板 テックス
台所 杉板 板 杉板 板竿縁
便所 杉板 板 杉板 テックス
浴室 コンクリート 板 杉板 杉板
寝室 杉板 板 テックス テックス





















































































室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井
玄関 板張り 板 板張り 合板
食堂 板張り 板 板張り 合板
居間 板張り 板 合板（大壁） 合板
寝室 畳・板張り 合板（真壁） 竿縁天井
配膳室 板張り 板 板張り 合板
台所 板張り 板張り 合板
使用人部屋 畳 板張り 竿縁天井
廊下 板張り 板 板張り 合板
浴室 板張り・ｺﾝｸﾘｰﾄ 板張り 板張り


































































































  ハンターは T.A.C.クラブハウスの設計を依頼した大正 15 年（1926）から見立鉱業所































初代会長 加藤高明 三菱 ○ 自邸（明治44年：コンドル）
副会長 樺山愛輔 ○ 自邸（コンドル）
○ 東京ゴルフ倶楽部のクラブハウス（レーモンド）
○ 国際文化会館※（S30：前川國男、坂倉準三、吉村順三）
〃 岩崎小弥太 三菱 ○ 玉川廟（小弥太による弥之助の廟）（明治43年：コンドル）
○ 岩崎邸（コンドル）













串田万蔵 三菱 ○ 自邸（T9：コンドル）
森村市左衛門 三菱 ○ 東京ゴルフ倶楽部のクラブハウス（Ｓ７：レーモンド）※

































事務所から独立した後、ヴォリーズ建築事務所旧所員スラックと協同し THE AMERICAN 



















京ゴルフ倶楽部注 13)の依頼でクラブハウス設計を昭和 7 年（1932）に行っている。タウト
の日記注 14)には時折レーモンドが登場する。以下の記述がある。 
 








































































































The Japan architect ANTONIN RAYMOND,新建築社,no33,1999.4 
注10)丸沼鱒釣会の会員19名に加え、外国大使などが増員されT.A.C.会員数は84名であった。伊藤教子,初


















































































































7) ANTONIN RAYMOND:ARCHITECTURAL DETAILS,国際建築協会,1938 
8) 三沢浩:Ａ・レーモンドの建築詳細,彰国社,2005 



















































南１番 人名不明 建物なし 建物なし × 無し





建物なし × 無し 木造2階建　亜鉛鉄板瓦棒葺き　延べ面積40坪
② 南３番半 不明 フランス大使館 フランス大使館 フランス大使館 ○ 改修図面(昭和34年)及び筆者実測調査図面 木造2階建　寄棟銅板瓦棒葺き　延べ面積160坪
③ 昭和3年
（1928)
ベルギー大使館 ベルギー大使館 ベルギー大使館 × 無し 木造2階建　寄棟　銅板瓦棒葺き
英国武官 建物なし 建物なし × 無し












モーランド（英） イタリア大使館 栃木県 ｱﾝﾄﾆﾝ･ﾚｰﾓﾝﾄﾞ ○ ﾚｰﾓﾝﾄﾞ事務所設計図面 木造2階建　寄棟杮葺き　延べ面積94坪
サムソン　（英） 建物なし 建物なし × 無し
イギリス大使 建物なし 建物なし × 無し
べス（英） 建物なし 建物なし × 無し
ジェームズ/ハンセン
（英）
建物なし 建物なし × 無し
ハンダーソン（英） 建物なし 建物なし × 無し
西３番 シャンボン 建物なし 建物なし × 無し
西４番 ヤソ 建物なし 建物なし × 無し
西５番 ベッカー 建物なし 建物なし × 無し
徳間 建物なし 建物なし × 無し
トルコ大使 建物なし 建物なし × 無し
⑥ 西１番 昭和8年
（1933)











ｱﾝﾄﾆﾝ･ﾚｰﾓﾝﾄﾞ ○ ﾚｰﾓﾝﾄﾞ事務所設計図 木造2階建　妻切一部寄棟　杮葺き　延べ面積128坪
マクレー 建物なし × 無し
⑧ 西２番 昭和6年
(1931)
カニンハム（英） 建物なし ○ 栃木県による解体時実測調査図面 木造2階建　寄棟　亜鉛鉄板瓦棒葺き　延べ面積72.5坪
西７番 ヴォート（独） 建物なし 建物なし × 無し
⑨ 西８番 不明 ミラ（独） 建物なし 建物なし × 無し 木造2階建　寄棟　亜鉛鉄板瓦棒葺き　延べ面積不明
⑩ 西９番 不明 ヒゴット（英） 栃木銀行 栃木銀行 × 無し 木造2階建　寄棟　亜鉛鉄板瓦棒葺き　延べ面積不明
人名不明 建物なし 建物なし × 無し
西１０番 ローリングス（英） 建物なし 建物なし × 無し
西１１番 コベル（英） 建物なし 建物なし × 無し
⑪ 西１２番 不明 スタンフェルト（独） OCCL OCCL × 無し 木造2階建　寄棟　亜鉛鉄板瓦棒葺き
⑫ 西１３番 不明 ブラウザー ブラウザー フィンランド大使 金谷ホテル 建物なし ○ 栃木県による解体時実測調査図面 木造2階建　寄棟　亜鉛鉄板瓦棒葺き　延べ面積22.5坪
西１５番 シェパード（米） 建物なし 建物なし × 無し
ケネディ 建物なし 建物なし × 無し
ニッケ 建物なし 建物なし × 無し
菖蒲１番 大塚 杵屋安廣 × 無し
菖蒲２番 ストラウス（独） 建物なし × 無し
ギンネル（独） 建物なし × 無し
ラーチン（独） 建物なし × 無し
フェルガー（独） 建物なし × 無し










計画のみ 建物なし 建物なし ｱﾝﾄﾆﾝ･ﾚｰﾓﾝﾄﾞ ○ ﾚｰﾓﾝﾄﾞ事務所設計図 木造平屋建　妻切一部円錐屋根　杮葺き延べ面積106坪
⑮ ハンス・ハンター別荘 昭和15年
（1940)
エンメール 不明 建物なし ｱﾝﾄﾆﾝ･ﾚｰﾓﾝﾄﾞの
可能性
○ 筆者実測調査図面 木造平屋建　妻切り一部寄棟　杮葺き
※湖尻より南側、次に西側の順に建築内容が把握できている別荘を一覧にしている。★は別荘として現存する建物を示す。空欄部分は不明。
添付資料１【中禅寺湖畔別荘一覧】
グートシュミット
（独）
カークード（英）
オゴーマン
ラウザー（英）
カロ（西）
建物構造規模
別荘資料
番号
別荘名称
最終
建設年
建物所有
最終建物設計者 図　　　面
プルータルス（仏）
レーンホルム
アルマン
シュパイヤー（露）
ダヌタン（白
ウェーデル
メイ（白）
ポクレフスキー
カークード（英）
オゴーマン
ラウザー（英）
カロ（西）
デュ・ドレズネ（仏）
ボンディ
レーンホルム
アルマン
シュパイヤー（露）
ダヌタン（白）
グートシュミット
（独）
★ 
★ 
★ 
★ 
★ 
★ 
★ 
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